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◆炭焼きとホタル観賞会 2014（7月 30～31日） 

昨年はシラカバを試しに焼いてみましたが結果は予想通り散々な物となりました。今年は例年通

りナラ、カエデを仕込みました。 

8：20着火し、上に載せた焚き付けにまんべんなく燃え移ったのを見計らって蓋を密封しました。 

炭材からの水蒸気が４本の煙突からまんべんなく出

て順調な滑り出しが感じられ、以降は一時間おきに

煙突のローテーションを行い水蒸気が勢いよく出て

いるのを確認し18：00前には煙突からゴーゴーと言

う音になり青白い煙に代わった為、窯を密閉して炭

焼作業を終えました。 

例年より早く終える事が出来た為、見届けた全員

が最高の出来を期待して夕食の湯澤さん流ジンギス

カンを堪能しました。 

又、ホタル鑑賞は当日（30日）夜に行い高野

さんとお孫さん2人、佐野さんとお友達1人、

それと当直の者3人で上流橋とキャリコ橋付近

で行い、数は前年並みでしたが発光が弱く元気

がないように思われました。 

翌朝、朝食を頂いて窯の安全を確かめてから

解散しました。佐野さんいつもスイカの差入れ

有難うございます。湯澤さんいつも食事の用意

をして頂き有難うございます。近年は泊りでの

参加が減っているのが気になります。若い方の

参加をお待ちしています。 

窯出しを8月2日に行い出来栄えは焼きすぎの感があり給気量調整が原因か？来年はじっくり焼

いてみたいと思います。（文・大窪） 

◆恒例納涼祭・2014年 8月 8日(金)16:00 

 “夏の夜や崩て明し冷し物”  -芭蕉- 

 今年もまた欅に集い、ビールでツワモノどもが納涼を楽しんだ。 

なんと、その数11名で25Ｌがアッという間に消えた。 

 酒道のツワモノどもは今年も健在だ ! グァハハハ。 

表題の俳句とは何の関係もないが、途中、昨年同様 

激しいスコールに見舞われた。テントに緊急避難となったが、 
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■ 活動報告                                                        

激雤が通過すると再開。 

「崩て明し冷し物」とまではいかないものの、テーブルや椅子の水滴を拭取り、心地よい風に変

わり再開の納涼は、真の真夏の納涼となった。 

 それにしても、ビヤガーデンを設定する観光関係者よ、ショ場代は市民のサービス、もっと安価

なビールを提供できないものか・・・ 

気温と湿度は無償提供なんだから、もっと安いビールを飲ませろ !！(文・西野) 

 
 

 
 

◆菊水いちい幼稚園植樹会の報告 

北海道森林ボランティア協会は今年度から3年契約でホーマックさんの環境活動の一環として行

われている植樹活動の支援をすることになりなりました。 

植栽予定地として７月から C-4の0.5haを

開墾し今年４回の植樹会に備えました。第一

弾として8月18日黄色いヘルメットを被った

いちい幼稚園の園児 18名とその保護者、兄弟

を含めて 50名が参加し我が協会員も 15名が

お手伝い役として参加しました。 

子供達が幼稚園で組み立てたヤチダモのカミネ

ッコン75鉢が持ち込まれ25か所に3鉢ずつ巣植

をしましたが、子供達の歓声が森に響き、孫世代

から元気を貰いました。 

植栽と共に酒井さんの分かりやすい葉っぱの話

や森の話は園児達にとって楽しい野外活動であったと確信しましが、引率の先生や HMのスタッフの

今野さんのご苦労は想像以上でした。（文・事務局） 

 

◆札幌工科の森林教室 

8月5日札幌工科専門学校緑地科の学生に支笏湖国有林で森林教室を実施しました。前日にはチ

エンソー､刈払機､下刈り鎌を運び近くの枯れた木を倒し

て教材づくりの準備。当日は強風と雤で森林教室が危ぶ

まれましたが、講師役として参加した協会員 4名が待つ

なか、10時過ぎに女子2名を含む学生 13名と先生2名

が到着。 

「あんぜん手帳」をテキストに学習し、それぞれチエ

ンソ―班、刈払機班、手刈り班に別れ持ち回りで現場実

習を行いました。2年生は機械の操作は慣れているよう

でしたが、1年生はこれからたくさんの経験を積み重ねて成長してくれると期待しています。 
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巣を覆う親鳥の様子 

雤合羽での作業は大変窮屈でしたが全員真剣な受講態度でこれから林産業への若い担い手として

期待しています。また「林業女子＠」が生まれることを期待しています。先生方もご苦労様でした。

（文・事務局） 

 

◆ヒバリの偽傷 

ヒバリの偽傷とは、敵が巣に近づくと、親鳥は営巣の近くで怪我を負ったかのように振舞い飛べ

ないで、もがいているような仕草で羽をばたつかせ、侵略者の注意を自分に向けさせ巣を守ろうと

する。侵略者がこれに気がついて追いかけてきたら作戦は半ば成功。これを偽傷行動という。 
澄川の活動地、6月10日(火)am.11:20。駐車場前の草刈

時、刈払機の前をヨチヨチ歩きの何かが走っている。作業

を中断して捕まえてみるとヒバリの雛。くちばしがまだ黄

色で歩くのもおぼつかない様子だ、刈払機に驚いて営巣か

ら飛び出したらしい。近くを探すと植栽広葉樹の根元に営

巣を見つけた。 

営巣は親鳥が目一杯羽を広げて巣全体を覆いかぶせ、巣

全体を守っていた。捕まえた雛を親鳥のその広げた羽の中

に押し込んでやるとすんなり潜

り込んでいった。とりあえず安

心。その間、羽を広げた親鳥は微動だにせず眼 

だけキョロキョロさせていた。と、2mほど離れた場 

所で別の親鳥らしいヒバリが偽傷行動で周りを這いつくばっている。偽

傷行動でこちらの注意を引いている様だ。オス、メスの確認ができず、

写真の切り取りもできなかった、残念。 

 草を刈られて営巣が丸見えになってしまったが、雛の大きさから言っ

て巣立ちはあと3～4日ほどと思われる。可哀想だがこのまま我慢しても

らうほかない。 

ヒバリは雲雀と書いて奈良時代から見られる名とある。スズメ目ヒバ

リ科の鳥で全長約 17センチ。体は褐色で黒い縦斑があり、頭頂に冠羽をもつ。草原や河原、農耕地

などに生息。食性は植物食傾向の強い雑食で、主に種子を食べるが昆虫、クモなども食べる。地表

を徘徊しながら採食を行い上空を長時間停空飛翔(ホバリング)したり、草や石の上などに止まりな

がら囀る。 

繁殖期が始まるとオスが囀りながら高く上がって行く「揚げ雲雀」と呼ばれる縄張り宣言の行動

は古くから親しまれている。和名は晴れた日（日晴り）に囀ることに由来する説や、囀りの音に由

来する説もある。 

主に草木の根元に窪みを掘り植物の葉や根を組み合わせたお椀状の巣をメスが作り、1回に3-5

個の卵を産む。抱卵期間は 11-12日。雛は孵化してから9-10日で巣立つ。澄川の森もこの 10年、

小鳥の数が幾分か増えているような気がする。(文・西野) 

 

◆ボリボリが沢山採れました 

9月6日、まだまだ暑い日が続くさなか、数日前の雤

が効いたのか、キャリコ木道に通じる道端や先日幼稚園

児が植樹したところに点々とボリボリ（ナラタケ）が、

なかでもシラカンバの切株付近に群生していました。き

のこシーズン幕開けで大収穫、良い予感が。（文・釣井） 
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出席者：市山・大窪・荻田・橿棒・酒井・佐野・髙野・釣井・西野（悌）・和田 

 

1.2014年10月、11月スケジュール・・ 幹事会 10月 8日(水)。第二回理事会 11月28日 

2.親子森林教室スケジュール今後の流れ・・10月幹事会に素案提示。11月幹事会で最終報告 

3.Eゾーン避難小屋建設の進捗と作業道一部変更の件・・支柱中央柱はニセアカシア材活用 

4.道民森づくりネットワーク 2014（10/18）・・のこぎり体験とコースター作り・クラフト配布 

5.森林・山林多面的発揮機能対策進行状況・・チェンソー、刈払機講習会に 3～4名受講予定 

6.奥尻島研修旅行（9月24・25・26日）・・参加者23名 

7.活動計画 

・ホーマック環境活動支援・・10/ 9東橋いちい幼稚園（34名）10/25桜台いちい幼稚園 (40名) 

              10/17サンサンキッズ（学童保育 40名） 

・9月18・19日・・烏柵舞の森活動は9月11日の千歳地域集中豪雤の為作業延期 

・10月2日・・コンサの森北広島市北の台小学校 6年（77名）植栽活動支援（協会員3名参加） 

・10月4日・・第三回ローソン澄川森林保全活動     

A-1(南端)針葉樹、広葉樹 50本植栽。Ｅゾーンのニセアカシア調整間伐地区探索。清掃活動 

8.委員会報告 

広報委員会(森林ボランティア体験ポスター作成)    業務委員会（9月活動報告）   

助成委員会(親子森林教室の助成先模索)   

研修委員会（会員例会。12月野生動物ハンターの話題。救命講習会3月開催予定）              

9.その他 

・忘年会の予定 ・・12月12・13日「虎杖浜・ホテルいずみ」が了承されました。 

田山さん幹事役宜しくお願いします。 

・高額商品購入の件・・オーガー（中古品）購入決定 

・森林災害救助(DR)・・活動例の紹介 

・8月会計報告 

 

 

活動日 行事・活動地 参加数 活動内容 

8月18日(月) 澄川 15 C-4菊水いちい園児18名カミネッコン植栽 

8月21日(水) 澄川⇒（幌南の森、盤渓） 13（5） C-4苗木50本のマーキング（地拵え、草刈） 

8月22日(金) リンゴ園 8 袋外し、葉もぎ 

8月25日(月) リンゴ園 6 袋外し、葉もぎ 

8月26日(火) 澄川 15 E-2（北端）の四阿建設地のササ刈り完了 

8月27・28日 支笏湖CGCの森 17/17 水明郷、烏柵舞の森下草刈り完了 

9月 2日(火) リンゴ園 7 袋外し、葉もぎ 

9月 3日(水) 澄川 15 C-4第二大麻園児55名カミネッコン植栽 

9月 5日(金) 藻岩山幌南の森 9 6年生の野外学習中止。9種類の苗木植栽 

9月 6日(土) 澄川 11 E-2の道づくり。四阿用製材。ボリボリ収穫 

9月 8日(月) リンゴ園 6 袋外し、葉もぎ 

9月 9日(火) 澄川 18 E-2の道づくり。四阿用製材加工 

9月12日(金) ラルズビル 10 定例幹事会 

9月13日(土) リンゴ園 8 袋外し、葉もぎ 

- 4 - 

■ 今月の幹事会                                                     

■ 活動履歴                

 


